
「住民が輝くまちづくりのために」 

地方創生、中核市・連携中枢都市圏を考える講演会 

 

 

 

日 時  ８月２３日（日）午後４時～６時 

（開場３時３０分） 

場 所  とりぎん文化会館 第一会議室 

講 師  岡田 知弘京都大学大学院教授 

参加費  無料（尚、資料代として５００円お願いします） 

岡田知弘先生の紹介 

 現在、京都大学大学院経済学研究科教授、経済学博士 

 1978 年京都大学経済学部卒業 

 著書は、「震災からの地域再生」（新日本出版社、2012 年）、 

「自治体消滅論を超えて」（自治体研究社、2014 年）など多数。 

主催：「まちづくり講演会」実行委員会 

委員長  藤田 安一（鳥取大学地域学部教授） 

        委 員  岩永 安子（鳥取市議） 

              角谷 敏男（鳥取市議） 

              椋田 昇一（鳥取市議） 

              米村 京子（鳥取市議） 

問い合わせ先：伊藤幾子（鳥取市議）080－5237－2059 

          太田 縁（鳥取市議）090－5269－7878 

 

 

           

「人口消滅自治体」の提言を契機に、「地方創生」の取り組みが強調されています。

その一環で、「中核市・連携中枢都市圏」「連携協約」が制度化されました。 

鳥取市は平成３０年に「中核市」移行をめざして準備をすすめています。これにより

県が担ってきた保健・医療・福祉、教育など様々な事業を市に移すことになります。国

がすすめる「中核市・連携中枢都市圏」は、鳥取市だけでなく周辺自治体にも影響を

及ぼします。 

このたび、岡田知弘先生をお招きし、中核市・連携中枢都市圏の問題について考

える講演会を開催します。ぜひ、お気軽にご参加ください。 


